美的価値観における色白肌の位置づけー日本人若年女性の傾向に見る色白肌重視者の特徴ー by 山田 雅子
Fair skin is one of the most important features which configure female beauty in Japan;
it has received the attention of women for a long time. Previous studies have consistently
reported that young Japanese women of today desire fair skin for beauty. However, the
results of factor analysis on the data regarding the degrees of its importance for beauty
showed that fair skin did not figure in any factor for the structuring of the concept of beauty.
In this study, we focused on fair skin and aimed to reanalyze the same data from another
perspective.
Comparisons were conducted among 36 female participants who estimated the
importance of fair skin for beauty as being higher (hereafter called the “higher-group”) and
46 female participants who estimated it as being lower (hereafter called the “lower-group”).
Analysis showed that the higher-group participants required more varied features for
beauty (other than fair skin) than the lower-group. Moreover, for those belonging to the
higher-group, “bijin (beauty)” and “utsukushii (beautiful person)” were much more similar
than for those in the lower-group. Previous studies have already indicated that the concept
of “bijin (beauty)” os heavily influenced by the factor of having an attractive face and nice
proportions and that “utsukushii (beautiful person)” was especially linked with kindness and
self-confidence. However, the higher-group also required an attractive face and nice
proportions for “utsukushii (beautiful person)”.
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1．緒言
肌は美しさにおける重要な一要素であり、きめの細かさや色の白さといった記述は過去の美的
価値観調査においても数多く確認されてきた1, 2, 3）。肌は、いわば「面」の美しさとして、現代を
生きる若年女性からも注目対象となっていることに疑いはない3）。
肌に注目する美意識の中でも、その白さを重んじる価値観は、「色の白いは七難隠す」という
表現に顕著である。肌の色の白さが他の欠点を覆い隠してしまう程に力を持つことを表す言い回
しであり4）、現在でも用いられる。その歴史は古く、現代から遡ること200年余り、式亭三馬に
よる江戸時代の書物『浮世風呂』（1809～1813）には既に登場しているとされる5, 6）。しかしな
がら、日本の色白肌を尊ぶ文化は江戸時代に始まったものではない。『日本書紀』には、中国の
僧が持統天皇に鉛白粉を献上し、褒められたとの記述が存在する。持統天皇6年、692年のこと
である5）。これよりも前の価値観は不明な点が多いとされるが、少なくとも7世紀末の時点では
色白肌を叶える鉛白粉の存在を喜ぶ美意識が生まれており、社会情勢に応じて数々の変遷を経な
がらも、現代まで受け継がれていると言える。
それは、化粧法における明治期の革新的変化をも越えて今に至る。1960年代後半の「小麦肌
ブーム」7）や1990年代の「ガングロブーム」のように色黒肌がもてはやされる時期も出現するが8, 9）、
いずれも一過性の流行に留まり、色白肌志向がデフォルトであるかのように状況は収束していく。
そして、現在は完全なる美白礼賛の世の中と言えよう。1990年代の「美白ブーム」以降、美白
化粧品との統計ジャンルが確立され、その市場規模は2013年度の時点で2,174億円に上る10）。ま
た、日本人の若年女性を対象とした調査では、自身の理想の肌の色、理想的な女性の肌の色とし
て、常に色白肌が選択されており、明らかな色白志向が捉えられている11, 12）。
このように、日本における美しさの概念と非常に結び付きが強いと考えられてきた肌の白さで
あるが、24種の要素に対する重視度から因子分析によって美的価値観の構造を探った研究にお
いて、抽出された5因子（心づかい・プロポーション・清潔感・自己の確立・整った顔）のいず
れにも肌の白さは含まれず、因子の構成要素とはならなかった13）。そこで本研究では、肌の色の
白さに焦点を絞った上で同データを再分析し、美的価値観における色白肌の位置づけや色の白さ
を重視する対象者の特徴の抽出を目指すこととした。
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2．方法
2.1 対象者
関東在住の日本人女子短期大学生82名（平均年齢18.96歳、標準偏差0.90）ⅰ
2.2 調査時期
2014年9月。初回授業時に回答を求め、美について学ぶ前の段階の意識の抽出を図った。
2.3 調査内容
次の内容について回答を求めた。尚、回答時間に制限は設けなかった。
また、質問7および8の項目内容は、Figure 1-1および Figure 1-2を参照されたい。これらの項
目は先行研究において、「どのような人を美しいと思うか」という問いに対して回答された内容
に基づいている1, 2, 3）。次項からは、質問7および8の回答を主な分析対象とし、本稿ではその他
の内容には言及しないこととする。
質問1・2 あなたが美人だ／美しいと思う有名人を二人挙げてください。（自由回答形式）
質問3・4 あなたがある人を「美人／美しい」と言う場合、外見と内面のどちらを重視します
か？（選択形式 外見／内面）
質問5・6 外見／内面が美しいということはどのようなことでしょうか。自分なりの考えを答
えてください。（自由回答形式・複数回答可）
質問7・8 あなたがある人を「美人／美しい」と表現する場合、次の点をどの程度重視します
か。当てはまるところに○をつけて下さい。（四件法 全く重視しない／あまり重視
しない／やや重視する／非常に重視する）
ⅰ 既報「日本人若年女性が抱く美的価値観の因子構造」13）における調査対象者と同一。
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Table 1-1 「美人」「美しい」における肌の白さの重視度 クロス集計
「美しい」
全く重視しない あまり重視しない やや重視する 非常に重視する 合計
「
美
人
」
全く重視しない 3 0 0 0 3
あまり重視しない 1 4 6 3 14
やや重視する 0 7 20 6 33
非常に重視する 0 2 12 18 32
合計 4 13 38 27 82
Table 1-2 「美人」「美しい」における肌のキメ細かさの重視度 クロス集計
「美しい」
全く重視しない あまり重視しない やや重視する 非常に重視する 合計
「
美
人
」
全く重視しない 0 0 0 0 0
あまり重視しない 0 5 3 1 9
やや重視する 0 2 20 9 31
非常に重視する 0 4 9 29 42
合計 0 11 32 39 82
3．結果および考察
3.1 美的価値観における肌の重視度
質問7（「美人」と表現する際の重視度）および質問8（「美しい」と表現する際の重視度）の
結果より、「7 肌の色が白い」に対する重視度のみを抽出し、クロス集計を行った。
結果として Table 1-1が得られ、「美人」「美しい」のいずれの表現でも、肌の色の白さを「全
く重視しない」との回答が3件見られた。また、両者において「全く重視しない」或いは「あま
り重視しない」と回答した件数は計8件（全体の約10％）に上るが、全体としては重視される方
向にあることが捉えられる。
同様に肌に関わる質問事項である「13 肌のキメが細かい」についても、前述の要領でクロス
集計を行った。Table 1-2に示されるように、「美人」「美しい」の両方において肌のきめ細かさ
を「重視しない」とした件数は5件（全体の約6％）に留まり、全体として肌の色の白さよりも
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Table 2-1 「美人」における肌の白さとキメ細かさの重視度 クロス集計
肌のキメが細かい
全く重視しない あまり重視しない やや重視する 非常に重視する 合計
肌
の
色
が
白
い
全く重視しない 0 0 2 1 3
あまり重視しない 0 5 7 2 14
やや重視する 0 2 13 18 33
非常に重視する 0 2 9 21 32
合計 0 9 31 42 82
Table 2-2 「美しい」における肌の白さとキメ細かさの重視度 クロス集計
肌のキメが細かい
全く重視しない あまり重視しない やや重視する 非常に重視する 合計
肌
の
色
が
白
い
全く重視しない 0 0 1 3 4
あまり重視しない 0 8 3 2 13
やや重視する 0 3 19 16 38
非常に重視する 0 0 9 18 27
合計 0 11 32 39 82
重視される傾向がやや強く、統一的に重視対象となっていることが読み取れる。
前述の傾向を踏まえ、「美人」「美しい」といった対象別に、肌の色の白さとキメ細かさに対す
る重視度合いをクロス集計した。Table 2-1は「美人」と表現する際の重視度、Table 2-2は「美
しい」と表現する際の重視度に基づく集計表である。
「美人」との表現におけるピークは、肌の白さ、キメ共「非常に重視する」との回答であり、
21名（全体の約25％）が該当した。一方の「美しい」の場合には、19名（全体の約23％）が最
多であり、肌の白さ、キメの両方について「やや重視する」との回答パタンが最も多く見られた
と言える。2つの表現間の差異は微妙なものではあるが、「美しい」という表現よりも、「美人」
と表現する場合において、肌という対象は、より一層重視され、存在感を増すことが窺われる。
3.2 色白肌に対する重視度による群間比較
色白肌を美しさの要素として重視する群として、「美人」「美しい」との表現の両方で肌の色の
白さを「非常に重視する」とした18名、「美人」との表現で「非常に重視する」と回答した上、
「美しい」という表現で「やや重視する」とした12名、「美人」との表現で「やや重視する」と
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Table 3-1 各群の重視度総計
色白肌重視群 弱重視群
対「美人」 81.861 （7.721） 74.870 （9.793）
対「美しい」 85.333 （7.742） 78.478 （9.227）
Table 3-2 評価語の違いと色白肌重視による分散分析表
自由度 平均平方 F値
評価語：「美人」／「美しい」 1 506.286 6.569*
群：色白肌重視／弱重視 1 1935.994 25.120**
交互作用 1 0.188 0.002
誤差 160 77.069
全体 163
※ *p<.05, **p<.01
回答し、「美しい」との表現で「非常に重視する」とした6名、計36名を＜色白肌重視群＞とし
た（Table 1-1参照）。更に、＜色白肌重視群＞に含まれない46名を＜弱重視群＞とし、両群の比
較から、色白肌を美的評価において重視する回答者の特性を探ることとした。
3.2.1 重視度の総計
四件法によって回答を得た全24項目について、「全く重視しない」を1、「あまり重視しない」
を2、「やや重視する」を3、「非常に重視する」を4として数値化し、24項目全体の合計点を群別
に算出した。Table 3-1は、各群の合計点平均と標準偏差（括弧内）をまとめた表である。
「美人」「美しい」といった対象の違いに関わらず、＜色白肌重視群＞の方がより高い総計を
示したことが捉えられる。①「美人」「美しい」といった評価語、②色白肌重視度による群の2
要因により、分散分析（2×2）を行った結果、次の分散分析表が得られた。
2要因の交互作用は有意ではなかったが、評価語、色白肌重視度による群の各要因の主効果は
有意であった（評価語：1％水準、群：5％水準）。
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※ *p<.05, **p<.01
Figure 1-1 「美人」と表現する際の重視度（色白肌重視群・弱重視群間比較）
まず評価語の主効果は、「美人」よりも「美しい」と表現する際の方が、各項目に対する重視
度を全体として高める方向性を持つと言え、「美しい」と表現する場合の方が、より厳しい基準
を持たれていることが分かった。
一方の群の持つ主効果は、＜色白肌重視群＞の方が、他の項目も含めた全体的な重視度が高い
という作用を持つものであった。＜色白肌重視群＞の回答者は、「美人」「美しい」といった評価
語を問わず重視する対象が多く、かつ、それらに対する重視度も高いことが窺われる。当該結果
からは、色白肌を重視した回答者は、色白肌に対して局所的に重視度が高いのではなく、全体と
して「美人」や「美しい」人に対して求めるものが多いことが読み取れる。
3.2.2 「美人」および「美しい」表現における重視度のプロフィール
前述のように、色白肌の重視度に基づく群別に計24種の質問事項について重視度の平均値を
算出し、「美人」および「美しい」との表現における重視度のプロフィールを得た。Figure 1-1
は「美人」、Figure 1-2は「美しい」と表現する際の結果をプロットしたグラフであり、図中、
＜色白肌重視群＞と＜弱重視群＞の群間比較の結果（t検定）を記号にて付した。
いずれのグラフにおいても、＜色白肌重視群＞の折れ線（実線）が＜弱重視群＞の折れ線（破
線）の上にあり、色白肌を重視する回答者の方が全体的に重視する項目が多く、重視度も高いこ
とが分かる。当該傾向は、前項の総計の傾向にも表れている通りである。
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※ †p<.10, *p<.05, **p<.01
Figure 1-2 「美しい」と表現する際の重視度（色白肌重視群・弱重視群間比較）
Table 3-3 群間で重視度に有意差および有意傾向の差が見られた項目
「美人」 「美しい」
8 美しくなろうと努力している
10 ボディラインにメリハリがある
12 品がある
13 肌のキメが細かい
17 ファッションセンスが良い
20 笑顔が魅力的
23 美意識が高い
1 鼻筋が通っている
4 顔が整っている
5 髪がさらさらしている
6 姿勢がきれい
10 ボディラインにメリハリがある
16 化粧なしでも整った顔をしている
17 ファッションセンスが良い
19 身長が高い
21 顔が小さい
22 手足が長い
「7 肌の色が白い」の他に、統計的に有意な差が群間に見られた項目は、次の Table 3-3の通
りである。特に「美しい」と表現する場合には、群間差のある項目が目立ち、「1 鼻筋が通って
いる」「4 顔が整っている」など、視覚的に捉えられる要素ばかりが集まっている。「美しい」
という場合には、「美人」に比して外見的要素の重視度が弱まり、逆に内面的要素の重視度が高
まる傾向が見られているため13）、「美しい」と表現する場合にも、変わらず外見的要素を求める
のが＜色白肌重視群＞の特徴のようである。
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Table 4-1-1 「美人」と表現する場合の各要素に対する重視度平均と標準偏差（色白肌重視群）
順位 項 目 平 均 標準偏差
1 7 肌の色が白い 3.833 0.378
2 4 顔が整っている 3.806 0.467
3 5 髪がさらさらしている 3.750 0.500
4 2 清潔感がある 3.722 0.454
5 20 笑顔が魅力的 3.694 0.577
6 21 顔が小さい 3.667 0.586
7 6 姿勢がきれい 3.639 0.593
8 12 品がある 3.611 0.645
9 13 肌のキメが細かい 3.583 0.604
10 23 美意識が高い 3.556 0.607
11 16 化粧なしでも整った顔をしている 3.528 0.654
12 8 美しくなろうと努力している 3.389 0.645
12 10 ボディラインにメリハリがある 3.389 0.766
14 1 鼻筋が通っている 3.361 0.683
14 17 ファッションセンスが良い 3.361 0.723
14 22 手足が長い 3.361 0.931
17 14 自分を持っている 3.222 0.866
17 15 マナーが身についている 3.222 0.797
19 9 健康的 3.167 0.737
20 24 思いやりがある 3.111 0.854
21 18 自信がある 3.056 0.791
22 3 明るい 3.028 0.910
23 19 身長が高い 2.972 0.910
24 11 誰に対しても同じ態度 2.833 0.910
「美人」と評価する場合の重視度合計 81.861 7.721
3.2.3 重視度の順位
数値化された重視度の平均を基に、重視度の高いものから順に24項目を並べ替え、各群にお
いて特に重視される要素を確認した。まず、「美人」と表現する際の重視度について、＜色白肌
重視群＞の結果をまとめた表が Table 4-1-1である。
数値化の際、「やや重視する」を3、「非常に重視する」を4としたため、平均が3.5を越えれば
対象群内において比較的重視される要素であると解釈される。このような基準で結果を捉えると
＜色白肌重視群＞においては、24項目中、半数に迫る11項目が強い重視対象となっていること
が分かる。このように、重視項目数が多いことが第一の特徴であるが、「7 肌の色が白い」を筆
頭に、肌や顔に関係する事項に注目していることも特筆すべき点であると考えられる。
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Table 4-1-2 「美人」と表現する場合の各要素に対する重視度平均と標準偏差（弱重視群）
順位 項 目 平 均 標準偏差
1 4 顔が整っている 3.696 0.511
2 5 髪がさらさらしている 3.630 0.572
3 2 清潔感がある 3.609 0.537
4 6 姿勢がきれい 3.565 0.720
5 21 顔が小さい 3.457 0.657
6 16 化粧なしでも整った顔をしている 3.413 0.686
7 12 品がある 3.283 0.750
8 13 肌のキメが細かい 3.261 0.713
9 22 手足が長い 3.174 0.851
10 9 健康的 3.130 0.778
11 1 鼻筋が通っている 3.109 0.849
11 20 笑顔が魅力的 3.109 0.823
13 23 美意識が高い 3.065 0.772
14 10 ボディラインにメリハリがある 3.022 0.830
15 17 ファッションセンスが良い 3.000 0.894
16 14 自分を持っている 2.978 0.954
17 8 美しくなろうと努力している 2.935 1.041
18 15 マナーが身についている 2.913 0.915
18 18 自信がある 2.913 0.755
20 24 思いやりがある 2.870 0.909
21 3 明るい 2.783 0.941
22 11 誰に対しても同じ態度 2.696 1.051
23 19 身長が高い 2.652 0.875
24 7 肌の色が白い 2.609 0.682
「美人」と表現する場合の重視度合計 74.870 9.793
続く Table 4-1-2は、＜弱重視群＞の結果をまとめた表である。
重視度の平均が3.5を上回る項目は、顔、髪、清潔感、姿勢の4項目のみであり、＜色白肌重視
群＞に比べ、群全体で共通した重視対象が非常に限定的であることが捉えられる。また、「7 肌
の色が白い」は24項目中最下位であり、＜弱重視群＞においては、＜色白肌重視群＞による評
価と全く逆の位置づけとなっていることが分かる。
「美人」と表現する際の重視度に基づくこれらの順位に対してスピアマンの順位相関係数を求
めたところ、0.657との値が算出され、無相関の検定結果は1％水準で有意であった。よって、両
者は無相関であるとは言えないが、相関の度合いは次項に示す「美しい」との表現時の評定より
も弱く、各群の特徴がより目立っている。
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Table 4-2-1 「美しい」と表現する場合の各要素に対する重視度平均と標準偏差（色白肌重視群）
順位 項 目 平 均 標準偏差
1 2 清潔感がある 3.861 0.351
1 6 姿勢がきれい 3.861 0.424
3 12 品がある 3.806 0.467
3 15 マナーが身についている 3.806 0.467
5 5 髪がさらさらしている 3.778 0.422
6 20 笑顔が魅力的 3.694 0.525
6 24 思いやりがある 3.694 0.577
8 7 肌の色が白い 3.667 0.478
9 4 顔が整っている 3.611 0.599
10 9 健康的 3.583 0.554
11 16 化粧なしでも整った顔をしている 3.556 0.652
12 14 自分を持っている 3.528 0.654
12 23 美意識が高い 3.528 0.696
14 3 明るい 3.500 0.775
14 8 美しくなろうと努力している 3.500 0.811
16 13 肌のキメが細かい 3.472 0.609
16 17 ファッションセンスが良い 3.472 0.560
18 10 ボディラインにメリハリがある 3.444 0.773
19 1 鼻筋が通っている 3.417 0.692
19 11 誰に対しても同じ態度 3.417 0.806
21 18 自信がある 3.417 0.692
21 21 顔が小さい 3.417 0.692
23 22 手足が長い 3.333 0.793
24 19 身長が高い 2.972 0.971
「美しい」と表現する場合の重視度合計 85.333 7.742
更に、「美しい」と表現する際の重視度についても、同様に並べ替えを行った。＜色白肌重視
群＞の結果は、Table 4-2-1に示す通りである。
「美人」と表現する場合以上に重視される項目が多く、重視度平均が3.5を上回った項目は「2
清潔感がある」「6 姿勢がきれい」を筆頭として全体の半数を超える15種に上った。群分けの基
準とした「7 肌の色が白い」との要素は第8位となっているが、より上位には、「2 清潔感があ
る」「6 姿勢がきれい」のように視覚的に確認できる対象ながら内面的な心掛けが深く関わる項
目が位置している。第9位に「10 顔が整っている」、第11位に「16 化粧なしでも整った顔をし
ている」が含まれていることも特徴的であり、「美人」の基準と同様に、顔に対する注目度の高
さを捉えることができる。
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Table 4-2-2 「美しい」と表現する場合の各要素に対する重視度平均と標準偏差（弱重視群）
順位 項 目 平 均 標準偏差
1 2 清潔感がある 3.783 0.467
2 24 思いやりがある 3.717 0.584
3 6 姿勢がきれい 3.674 0.560
3 12 品がある 3.674 0.634
5 15 マナーが身についている 3.609 0.682
6 20 笑顔が魅力的 3.500 0.624
7 14 自分を持っている 3.478 0.691
8 9 健康的 3.457 0.622
8 23 美意識が高い 3.457 0.780
10 11 誰に対しても同じ態度 3.413 0.748
11 5 髪がさらさらしている 3.391 0.802
11 8 美しくなろうと努力している 3.391 0.856
13 18 自信がある 3.348 0.706
14 13 肌のキメが細かい 3.239 0.766
15 3 明るい 3.217 0.841
16 4 顔が整っている 3.174 0.709
17 16 化粧なしでも整った顔をしている 3.087 0.865
18 17 ファッションセンスが良い 3.022 0.856
19 10 ボディラインにメリハリがある 3.000 0.919
20 21 顔が小さい 2.935 0.827
21 22 手足が長い 2.891 0.849
22 1 鼻筋が通っている 2.826 0.902
23 7 肌の色が白い 2.609 0.745
24 19 身長が高い 2.587 0.858
「美しい」と表現する場合の重視度合計 78.478 9.227
＜弱重視群＞についても同様に順位をまとめたところ、Table 4-2-2が得られた。最も重視さ
れる対象が「2 清潔感がある」であるということは＜色白肌重視群＞と共通しているが、「24 思
いやりがある」という対人行動的要素が第2位であることが大きく異なる点と言える。また、3.5
を越える項目は6種のみであり、「美人」の場合と同じく、＜色白肌重視群＞よりも＜弱重視群＞
の方が全体的に重視する対象が少ないことが読み取れる。
更に、「美しい」と表現する際の順位に対してスピアマンの順位相関を確認した結果、相関係
数は0.730であり、無相関の検定結果は1％水準で有意であった。これより、両群の順位は無相関
ではなく、相互の連関が強いことが指摘できる。また、「美人」に比して高い相関係数が得られ
たことから、「美しい」という表現の方が、両群の重視傾向に共通性が高いことが考えられる。
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3.3 色白肌に対する重視度による因子空間内比較
前項の要領で数値化された24項目の重視度に対し、因子分析（最尤法プロマックス回転）を
行ったⅱ。得られた因子パタンは Table 5の通りである（詳細は既報参照13））。
ⅱ 既報「日本人若年女性が抱く美的価値観の因子構造」では、「主因子法プロマックス回転」と記した
が13）、「最尤法プロマックス回転」の誤りである。お詫びして訂正する。
Table 5 「美人」と「美しい」に対する因子分析結果（再掲）
項 目 心づかい プロポーション 清潔感 自己の確立 整った顔
15 マナーが身についている 0.823 −0.094 0.019 0.099 0.083
11 誰に対しても同じ態度 0.792 −0.078 −0.112 0.136 −0.003
24 思いやりがある 0.721 −0.104 0.046 0.183 −0.065
9 健康的 0.657 0.101 0.074 −0.274 −0.110
12 品がある 0.654 −0.143 0.138 0.016 0.179
8 美しくなろうと努力している 0.520 0.077 0.213 −0.025 0.033
3 明るい 0.513 0.040 −0.088 0.080 0.015
20 笑顔が魅力的 0.457 0.272 0.158 −0.034 −0.171
23 美意識が高い 0.451 0.405 −0.001 0.070 0.125
19 身長が高い 0.115 0.825 −0.196 0.022 −0.065
22 手足が長い 0.029 0.821 −0.086 0.017 0.036
21 顔が小さい −0.168 0.698 0.066 −0.084 0.018
1 鼻筋が通っている −0.077 0.430 0.050 0.128 0.331
10 ボディラインにメリハリがある 0.130 0.428 0.132 −0.136 0.001
16 化粧なしでも整った顔をしている −0.232 0.417 0.204 0.173 0.007
17 ファッションセンスが良い 0.236 0.366 0.113 0.110 0.045
2 清潔感がある 0.223 −0.015 0.498 −0.049 −0.126
6 姿勢がきれい 0.205 −0.022 0.447 0.077 0.035
13 肌のキメが細かい −0.140 0.264 0.438 0.254 −0.004
5 髪がさらさらしている 0.092 0.296 0.407 −0.136 0.184
14 自分を持っている 0.255 0.016 −0.046 0.741 −0.004
18 自信がある 0.197 0.109 0.227 0.501 −0.161
4 顔が整っている 0.033 0.231 −0.050 −0.111 0.893
7 肌の色が白い −0.019 0.256 0.188 0.108 0.106
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Figure 2 各語の因子得点（再掲）
Figure 3-1 「美人」に対する各群の因子得点 Figure 3-2 「美しい」に対する各群の因子得点
各因子を〈心づかい〉〈プロポーション〉〈清潔感〉〈自己の確立〉〈整った顔〉と名付け、当該
因子空間における「美人」「美しい」それぞれの因子得点を算出した結果、Figure 2のレーダー
チャートが得られた。「美人」に対しては、〈整った顔〉や〈プロポーション〉といった外見的要
素が重視され、「美しい」との表現においては、〈心づかい〉や〈自己の確立〉のように、内面に
深く関わる要素に注目が集まることが、このグラフからも読み取れる。
更に、当該因子構造において、前項と同様に＜色白肌重視群＞と＜弱重視群＞との間で因子得
点比較を行った。Figure 3-1および Figure 3-2は、本分析によって得られた各群の因子得点を表
すレーダーチャートである。
グラフの形状は両群間で明らかに異なっており、＜色白肌重視群＞はより外へ広がる形状の五
角形であり（実線）、他方＜弱重視群＞は一部のみが鋭く尖った形状をしている（破線）。当該傾
向からも読み取れるように、＜色白肌重視群＞は複数の因子に対する重視度が高く、逆に、極端
に「不要」と考える因子もないが、＜弱重視群＞は「美人」と「美しい」との間で重視対象が大
きく変化し、各表現において重視しない因子もはっきりとしている。
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Table 6 各因子得点に対する分散分析結果
心づかい プロポーション 清潔感 自己の確立 整った顔
評価語：「美人」／「美しい」 *** † n.s. ** ***
群：色白肌重視／弱重視 * *** *** n.s. *
交互作用 n.s. n.s. n.s. n.s. †
※†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
Table 7-1 各表現における群（色白肌重視群／弱重視群）の単純主効果
心づかい プロポーション 清潔感 自己の確立 整った顔
「美人」 * * ** n.s. n.s.
「美しい」 n.s. *** ** n.s. **
※ *p<.05, **p<.01, ***p<.001
これら5因子の得点を対象とし、①「美人」「美しい」といった評価語、②色白肌重視による
群の2要因による分散分析（2×2）を行った。Table 6は、当該分析結果の有意性をまとめた表で
ある。まず、群の主効果は〈自己の確立〉を除いて有意であり、いずれの場合も＜色白肌重視群＞
の方がより高得点との方向性であった。当該傾向は、各対象における重視度の総得点や重視度合
いにおいて有意差の見られた各項目について得られた傾向と合致するものである。
また、評価語の主効果は〈清潔感〉を除いて有意であった。〈心づかい〉と〈自己の確立〉の
二因子は「美しい」と評価する場合において有意に高く、〈プロポーション〉と〈整った顔〉に
ついては、逆に「美人」と評価する場合において高いことが判明した。更に、〈整った顔〉にお
いては両要因の交互作用も有意傾向であり、単純主効果を確認した結果、「美人」との評価にお
いてのみ、＜色白肌重視群＞が高、＜弱重視群＞が低という方向性で群間差が有意であることが
分かった。
各評価語における群の単純主効果は、次の Table 7-1の通りである。当該分析により、「美人」
や「美しい」といった評価語に対する各群の特徴をよりクリアに抽出することができる。両評価
語共、3種の因子において主効果が有意であった。いずれの主効果も、＜色白肌重視群＞におい
て因子得点が相対的に高く、＜弱重視群＞において低いという方向性を持つことが確認された。
美的価値観における色白肌の位置づけ
― ―83
Ｓｅｒｖｅｒ／学校／埼玉女子短期大学様　研究紀要／＃785443　第34号／本文／Ｐ69－88　山田先生（論文） 2016年 9月15日13時13分25秒（Page85）
Table 7-2 各群における評価語（「美人」／「美しい」）の単純主効果
心づかい プロポーション 清潔感 自己の確立 整った顔
色白肌重視群 ** n.s. n.s. † n.s.
弱重視群 *** * n.s. ** ***
※†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
前掲の Figure 3-1に表されるように、「美人」との評価においては、〈整った顔〉〈自己の確立〉
で群間の差異が目立たない一方、〈心づかい〉〈プロポーション〉〈清潔感〉については、＜弱重
視群＞が特に「重視しない」傾向にあると捉えられる。「美しい」との評価の場合も、〈心づかい〉
や〈自己の確立〉に関しては群間の違いが不明瞭ながら、〈整った顔〉〈プロポーション〉〈清潔
感〉については、＜色白肌重視群＞において特に「重視する」姿勢が鮮明に見られたと言える。
一方、評価語の単純主効果を群別にまとめた結果、次の Table 7-2が得られた。〈清潔感〉の
因子得点は「美人」「美しい」間で差があるとは言えず、〈心づかい〉〈自己の確立〉の得点が「美
しい」との表現において特に高くなることは両群共通で確認された。しかし、この他の〈プロポ
ーション〉〈整った顔〉については、＜弱重視群＞においてのみ主効果が有意であり、いずれも
「美人」表現において高得点、「美しい」表現において低得点となる傾向が捉えられた。
4．総合考察
本研究では、美的価値観における色白肌の位置づけを探り、色白肌を特に重視する回答者の特
徴抽出を試みた。色白肌に対しては、「あまり重視しない」との回答も若干あり、肌に関する要
素の中でも、全対象者に例外なく重要視されるものではないとの実態がまず明らかとなった。各
種の調査結果からは、色白肌に対する憧れが女性たちの間で広く共有されていることが窺われる
が11, 12）、美しさの条件として絶対的に不可欠であるとは捉えられていないようである。
だが、その一方で肌の色の明るさ、白さを美の構成要素として必要と考える回答者も少なから
ず見られ、当該回答者について分析を重ねた結果、色白肌重視者は、色白肌に限らず多くの項目
に対する重視姿勢を見せ、その重視度も非常に高いことが確認された。つまり、色白肌を重視す
る回答者は、「美人」と言う場合にも「美しい」と言う場合にも要求水準が非常に高く、完璧を
求める傾向にあるようである。
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Figure 4-1 「美人」と「美しい」の構成要素（色白肌重視群）
Figure 4-2 「美人」と「美しい」の構成要素（弱重視群）
更に、因子分析結果に基づき、因子得点から群間の特徴を取り出したところ、5因子中4因子
（心づかい・プロポーション・清潔感・整った顔）において色白肌重視度による群の主効果も見
られた。いずれも、色白肌重視者の方が高い因子得点を見せることを示すものであった。また、
各群における評価語の単純主効果は、明らかに傾向を異にするものであり（Table 7-2参照）、特
に＜弱重視群＞において表現間の差異が目立った。当該結果は、＜弱重視群＞において特に「美
人」と「美しい」との概念が明瞭に区別されていることを示すものである。逆に、色白肌を重視
する対象者にとっては、〈心づかい〉〈自己の確立〉の有無のみが「美人」と「美しい」人を分け
る要素であるため、両概念は包含関係にあることも考えられる。
ここまでの分析から予想される各群の美的価値観の構造は、Figure 4-1および Figure 4-2のよ
うに図示できる。色白肌を重視する群においては、「美しい」との概念の中に「美人」が内包さ
れるように存在し、外見的要素を満たした「美人」に〈心づかい〉や〈自己の確立〉が加わった
人物が「美しい」と表現すべき対象であると捉えられているようである（Figure 4-1参照）。
他方、色白肌に対する重視度が比較的弱い群では、「美人」評価を特徴づけるのは〈整った顔〉
〈プロポーション〉の2因子、「美しい」との評価において特に重視されるのは、〈心づかい〉と
〈自己の確立〉の2因子である（Figure 4-2参照）。言葉を換えて言えば、「美人」には外見が重
要であり、「美しい」人には内面的要素こそ必要、かつ外見的要素はむしろ不要と考えられてい
るということになる。また、〈清潔感〉は、「美人」「美しい」のいずれにおいてもゼロに近い負
の因子得点を示しており（Figure 3-2参照）、＜色白重視群＞に比して、その存在感は乏しいも
のと捉えられる。
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このように、「美人」、「美しい」といった日常的にしばしば用いられる表現であっても、その
理解には個人差がある。語感の捉え方は人それぞれであり、何を美に求めるかという問いに対し
ては確たる正解もない。だが、一定の群の中に保持される傾向を捉えることで、その時代におい
て共有される意識を垣間見ることはできる。本研究から得られた傾向は、ある女子大学生の間で
見られたものであり、現代を生きる女性、更に広く言えば、現代人全体に共有される特徴である
とは言い得ないが、今回の再分析によって、色白肌を美しさの一要素として重視する群の傾向の
一端を把握することができたと言えよう。「色の白いは七難隠す」の言い回しに表されるような
強大な力を色白肌に対して確認することはできなかったが、先に述べた通り、本結果は「その時
代において共有される意識」の一部である。今後の美的価値観の変化、美に関わる概念の変容に
も注目を続けて参りたい。
5．今後の課題
本研究の目的の一つに、美的価値観において色白肌を重視する対象者の特徴を探ることがあっ
た。分析の結果、色白肌に限らず多くの要素に対する要求水準が高いとの結論を得たが、ここで
捉えられた傾向は、色白肌を重視する対象者の特徴ではなく、「非常に重視する」との回答を示
し易い対象者の特徴であった可能性も皆無ではない。色白肌に対する重視度の観点から厳密なる
分析を目指すとすれば、重視する順序の回答を別に求め、その筆頭として色白肌を挙げる対象者
の特徴を分析することも考えていくべきと思われる。当該課題については、重要度の段階をより
細かくしたり、VAS（Visual Analog Scale）を用いたりするなど、心理的度合いがより繊細に
表される回答方法を工夫することによって解決に近づくこともできよう。
また、若年女性のみならず、男性や幅広い年代の価値観についても探ることで、現代人の美意
識への理解は更に深まる。男女間比較、世代間比較への拡大も課題であり、また、本研究と同様
の調査を毎年重ね、同一世代の経年変化を実現することも、日本人が持つ美的価値観を明らかに
する一助となると考える。
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6．本研究のまとめ
女子短期大学生82名を対象とした調査データを再分析し、美的価値観において色白肌を重視
する群（36名）とそうでない群（46名）を比較した結果、次のような点が明らかとなった。
・重視度の総計において顕著な群間差があり、色白肌を重視する群は色白肌以外にも重視する項
目が多く、かつ、その度合いも高い。
・重視する要素の順位は、群間で相関があるものの、「美人」における両群間の相関は「美しい」
との表現の際よりも相対的に低い。
・色白肌を重視しない群の方が「美人」と「美しい」の構成要素をはっきりと区別しており、5
因子構造における因子得点においても顕著な表現間の差が見られる。
・色白肌を重視する群においては、「美しい」の中に「美人」が包含される関係にあると考えら
れ、「美人」に〈心づかい〉や〈自己の確立〉が加わった対象が「美しい」と表現される。
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